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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質、アルドラーゼA（フルクトースビスリン酸アルドラーゼ）は、フルクトース-1,6-ビスリン酸からグリセルアルデヒド3-リン酸およびジヒドロキシアセトンリン酸への可逆的な変換を触媒する解糖酵素です。3つの異なる遺伝子によってコードされる3つのアルドラーゼアイソザイム（A、B、およびC）は、発生中に異なる発現を示します。アルドラーゼAは発生中の胚に存在し、成体の筋肉ではさらに大量に産生されます。アルドラーゼAの発現は成体の肝臓、腎臓、および腸では抑制されており、脳およびその他の神経組織におけるアルドラーゼCのレベルと同程度です。アルドラーゼA欠損は、ミオパシーおよび溶血性貧血に関連しています。選択的スプライシングおよび選択的プロモーターの使用により、複数の転写バリアントが生じます。関連する偽遺伝子が3番染色体および10番染色体上に同定されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	MCF-7（1）、Hela（2）、およびNIH/3T3（3）細胞溶解物に対するALDOAマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	ALDOA マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	ALDOA マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。
	

	ALDOA マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト乳がん組織の免疫組織化学分析。

